
2年生
  

記入日： 平成 ２０年 ７月 １４日 

記入者： ○○ ○子（本人との続柄：母  ） 

身  長 １５９．８cm (右) １．０    日常生活に支障（無・有）
体  重 ５０．１kg 

視 力 
(左) １．０    日常生活に支障（無・有）

言語障害 無 ・ 有 (右) 異常なし  日常生活に支障（無・有）
運動障害 無 ・ 有 

聴 力 
(左) 異常なし  日常生活に支障（無・有）

相談して 

いる場所 

□ こども家庭センター  □ 市(町)   各種相談機関（社会福祉法人 ○○会 ○○ ）  
 
  1 回／3週、療育に通い、日常生活での心配事、思春期になったことによる 
  心配事等を相談しています。 
 
 
 
 医療機関・療育機関（ ○○福祉センター ○○ 小児科 ○○先生 ） 
 
 
  1 回／6ヶ月、近況報告と心配事を相談・アドバイスを受けています。その 
  際、臨床心理士さんにも相談しています。 
喘息で○○クリニック小児科○○先生に 1回／3ヶ月受診しています。 
 
 
 その他 
 
   
  ○○相談支援センター 個別心理相談 臨床心理士 ○○先生 
  学校でチラシが配布され、学校での学習状況や友だち関係等を相談に行き 
  ました。 
 

学 校 ○○中学校           （担 任： ○○先生 ）

通学方法 徒歩・自転車・交通機関・家族の送迎・スクールバス・その他（    ）
① 
受けた 

アドバイス 
専門機関の紹介 

場 所 社会福祉法人 ○○会 ○○ （担当者：臨床心理士 ○○）

② 
受けた 

アドバイス 

本人の気持ちが乗らないと行動しにくいようです。無理強いする

と、本人にはストレスになります。見守ってあげてください。 

場 所     （担当者：      ）

定期的に通う所 

③ 受けた 

アドバイス 
 

病  名 広汎性発達障害及び軽度知的障害   （初診：H9 年５月）育成医療 

精神通院医療 医療機関 ○○病院 薬 局 ○○薬局 

障害福祉 

サービス 

□ ホームヘルプサービス     （内  容：                    ） 

 移動支援    （内  容： 社会参加活動             ） 
□ 短期入所   （施設名：                   ） 

□ 日中一時支援 （施設名：                   ） 

相談内容や回数・頻度など

相談内容や回数・頻度など

相談内容や回数・頻度など
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 自分で食べる （ スプーン、箸、手づかみ ） 

□ 一部手助けする（                           ） 

□ 全部食べさせる 

□ その他（                             ） 

  

・好きなもの（ ミートスパゲティ、オムライス、焼きそば       ） 
・嫌いなもの（ きゅうり、人参、バナナ、炭酸ジュース         ） 
・アレルギー（ なし                            ） 
・お や つ（ スナック菓子、カップラーメン、りんごジュース    ） 
 
 
 

食事はお箸を使いますが、不器用なため箸蔵くんを使用しています。箸蔵くんはカバン 
に入っています。必要な時は使うよう声をかけて下さい。食事は早く、他の人を待つ時 
はゲームを渡すとゲームをして待つことができます。 

尿 

 自分でできる ※トイレ後の手洗いを忘れます。手洗い確認が必要です。 
□ 付き添いがいる 

<尿意> 口で言う・動作（            ）・伝えられない 

□ おむつ使用 

 
トイレが汚かったり、臭かったりするとトイレを我慢するので、出かけた際には、 
まず本人とトイレを確認して下さい。本人がトイレに入れたら、本人の使える 
トイレという事です。また、エアータオルの音が怖く、音が鳴るとその場で立ち 
尽くしてしまうので、トイレへ行く際はイヤマフを着用しています。 

ト 
 

イ 
 

レ 

便 

 自分でできる ※トイレ後の手洗いを忘れます。手洗い確認が必要です。 
□ 付き添いがいる 

<便意> 口で言う・動作（            ）・伝えられない 

□ おむつ使用 

 
 「尿」同様にトイレの確認が必要です。洋式トイレでないと排便ができ 
ません。そのため、トイレ確認の際は洋式トイレがあるかどうかの確認も 
必要です。 

衣
服
の
着
脱 

 自分で着られる ※バスのアップリケで前後確認し、自分で着ます。 
□ 一部手助け （                    ） 

□ 全部着せている 

 

 少しの汚れでも着替えようとします。着替えが入ったカバンを持たせています。着替え 
た服がカバンに入っているか、忘れ物がないか声を掛けて下さい。Ｔシャツやズボンは 
前後が分かるよう後面にバスのアップリケをつけ、それを本人が確認して 1人で着ます。 
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配慮が必要なこと 

配慮が必要なこと

配慮が必要なこと

配慮が必要なこと 



洗 面 

・ 

歯磨き 

 自分でできる ※最終チェックが洗面・歯磨きともに必要です。 
□ 一部手助け （                      ） 

 

 
 顔に水がかかるのが苦手ですが、濡れたタオルで顔を拭くことはでき 
ます。 
 

洗 

面 

・ 

入 

浴 入 浴 

 自分でできる ※なで洗いができます。こすり洗いはできません。 
 一部手助け （仕上げは父親が行います。只今、洗い方の訓練中です。） 
 

 
 顔に水がかかるのが苦手です。頭を洗う場合はシャンプーハットを 
 使用すると、1人で洗えます。また、シャンプー・リンスの区別が 
 難しいので、ボトルの色を青(シャンプー)・赤(リンス)に分けています。 

睡 
 

眠 

□ 寝つきがわるい  □ 不規則   癖やこだわりがある 

 
 22 時に就寝し、6時には起床します。朝まで起きることはありません。パジャマは 
ボタンつきの物を着ています。ボタンにこだわりがあります。寝ている間もパジャマ 
のボタンを触っています。本人は落ち着くようです。 
 

意思伝達 

 言葉で伝えられる（ 単語・二語文・文章 ） 
   ※説明は長くなりますが、言葉で伝えることができます。 
□ 独自の方法で伝えられる 

（ 身振り・絵カード・写真・              ） 

 
 焦ると自分の意思を伝えることができず、頭を抱えて動かなくなり 
ます。「ゆっくり」「落ち着いて」と声を掛けて、椅子等に座って話を 
聞いて下さい。 

理  解 

 言葉での説明が理解できる  

※目で見るより、耳で聞く方が理解できるようです。 

□ 独自の方法で理解できる 

（ 身振り・絵カード・写真・               ） 

 
 文章を組み立てるのが苦手で、作文を書くのが難しいです。日常会話 
に問題はありませんが、同年齢の友人との会話がかみ合わない事が 
あります。曖昧な言葉は理解できないので、具体的な言葉で指示や 
予定を明確に、ゆっくりとしていただくと理解できます。 
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

対人関係 

□ 集団に入ることができる 

 一人でいることが好き（人の輪に入れない） 

□ 友達とのトラブルが多い 

 いじめられやすい 

□ その他（                        ） 

 
 みんなに話しかけている中に自分が含まれていると感じないため、 
話を理解していないようであれば、個別にゆっくりと話してくださる 
と理解しやすいようです。1人でいても、本人の中では友達と一緒に 
いると思っているので、その場にいるだけでよしとしています。 

配慮が必要なこと

配慮が必要なこと

配慮が必要なこと 

配慮が必要なこと

配慮が必要なこと

配慮が必要なこと
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移 
 

動 

 一人で動ける ※行き先までのスケジュールを一緒に立てます。 
□ 介助が必要（                           ） 

・麻  痺  無・有（部位：                  ） 

・補装具  無・有（種類：                  ） 

・こだわり 無・有（                     ） 

・多  動   無・有（                     ） 

 
 行き先を写真で見せてから移動しています。また、バスが好きでバスを見ると周囲 
の状況が見えなくなるため、道路へ飛び出してしまうこともあります。その場合は、 
手をつなぎ、「バスは道路を走っています。○○君は歩道を歩きます」と声をかけて 
下さい。 

目 的 地 

（友達の家、公園など） 

 一人でできる ※寄り道が多く、ポイントごとに到着時間を書いた
タイムスケジュールを作成し、持たせます。 

□ 付き添いが必要（                  ） 

買 い 物 
□ 一人でできる 

 付き添いが必要（商品代金ぴったりの金額を手渡しています。） 

公共交通機関の利用 
 一人でできる ※バスは一番前左側の座席に座り、他の人が座って

いる場合は他の座席には座らず、立っています。
□ 付き添いが必要（                  ） 

交通ルール 

（信号や危険回避） 

 理解できる  
※バスが見えた時のみ道路へ、飛び出さないか注意が必要です。 

□ その他(                                             ) 

外 
 

出 

 
・欲しい商品を持って来るが、お金の価値が分かっていないため、支払いは難しい 
です。お札は使えますが、小銭はお金と思っていないようです。 

・バス等は○○カードがあれば問題ありません。現金での支払いは難しいです。 
 現金の支払いの場合、ちょうどの金額を持たせて下さい。 

 ・信号を見て横断歩道を渡ることができます。 

好きな 

遊  び 

<どこで、どんな遊びをするのが好きですか？> 

自宅でテレビゲームやポータブルゲームをするのが好きです。 
並べたバスのおもちゃを寝転んで眺めています。 
 
ゲームを始めると何時間でもするので、ゲーム開始前に「○時になる 
と、ゲームは止めます」と伝えて下さい。デジタル時計はわかるので、 
本人の目の前に時計を置いて下さい。また、ゲームで負けそうになる 
と電源を切ったり、リセットボタンを押して、ゲームを最初から 
始めようとします。本人が勝っている時は気分が良いようです。 

遊 
 
 

び 

苦手な 

遊  び 

□ ひとり遊びが苦手   集団遊びが苦手   水が苦手 

 音が苦手 □ その他（              ） 

 

 
気に入った友達に執着するこだわりがあり、疎ましがられているのに 
気づかず、ついていくことがあります。そのため、いじめの標的に 
なりやすいと思うので、その点が心配です。（様々な友達に目を向ける 
事ができるよう状況を作っていただけると助かります。） 

配慮が必要なこと 

配慮が必要なこと 

配慮が必要なこと

配慮が必要なこと
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文 字 

 読める（ ひらがな ・ カタカナ ・ 漢字 ） 

 書ける（ ひらがな ・ カタカナ ・ 漢字 ） 

 その他（ 漢字の書き間違い・創作がよくあります。   ） 

文 章 
□ 理解できる 

 その他（ 文章を読むこと、作文を書くことが苦手です。 ） 

計 算 
 できる（ たし算 ・ ひき算 ・ かけ算 ・ わり算 ） 

 その他（文章題が苦手で、何を問われているのか分からないようです。） 

時 計 
 わかる（ 時間 ・ 日付 ） 

 その他（ デジタル時計・巻物カレンダーは理解できます。 ） 

学 
 
 

習 

  

 ・歴史上の人物を覚えること。（特に、戦国武将が好きなようです。） 
 ・魚へんの漢字を書くこと。 
 
 

 
 ・本読みや文章を読むこと。 
 ・数学の文章題の理解。 
  
 

何がきっかけで どうなる かかわり方 

① 

大きな音 
（エアータオル etc.） 

 
立ち尽くしてしまう 

・イヤマフを使用する。 
・音が鳴るタイミングを
予告する。 

②   

 

 

 

 

パニック 

（無・有）

 

 

 

 

③   

何に対して？ どんなこだわり かかわり方 

① 

他の人の頭 
 
頭の匂いを嗅ぐ 

父母以外の人に対しては 
匂いを嗅がないよう話し
ている。嗅ぎそうな時は
「ダメ」と言って、手で
×を示している。 

②   

 

 

 

 

こだわり 

（無・有）

 

 

 

 

③   

そ 

の 

他 

の 

特 

徴 

そ の 他 

 

  

得意なこと 

苦手なこと（今後身につけてほしいこと）
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趣
味
・
余
暇
活
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楽しみや関心のあること 

・お手伝いをすることが好きです。手先は不器用ですが、ピーラーでじゃがいもの皮 

 を剥いたり、切ったりできます。お手伝いをして、「ありがとう」と言って 

もらえることが本人は嬉しいようです。 

  

・パズルが好きで、今は 2000 ピースのパズルに挑戦中で、休日には 1時間の 

 時間を決めて取り組んでいます。 

 

・○○中央公園のウォーキングコースを休日に歩きます。コースは本人が選びます。 

  

 

その他、参考になること 

・苦手な課題や新しい課題に取り組む場合、本人は失敗に臆病です。そのため、苦手 

 な課題や新しい課題に取り組む際は課題のレベルを下げたり、励ましながら取り 

 組ませ、できるだけ成功するよう取り組ませて下さい。また、失敗した場合でも 

 頑張って取り組んだ事を認めてあげて下さい。 

 

・運動することは好きですが、ルールが決められているとルールを理解することが 

 難しいようです。絵を使って説明すると、多少は理解できるようです。 
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